
自治体：静岡県牧之原市   チーム：CLIP 
ク リ ッ プ 



提案背景～牧之原市の現状～ 
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◆若い女性の流出が特に多い 



提案概要 
 



「学び合いの場」の軌跡 

        



大人が感じたこと 

自分の考えを言って
みるとそこから新しい
気づきが生まれる 

下の世代とコミュニ
ケーションをとって
みたいと感じた。 

対話することが
楽しくなった。 

ハード面だけでなく
ソフト面から良くして
いこうと思った。 

話をする場があるという 

ことが地元意識を芽生え
させると感じた。 

自分のことを考える
きっかけになった 

視野が広がった 

自分のこと 
  地域のこと 

高校生のこと 
寄り添って声を聴く 



高校生が感じたこと 

いろいろな意見を聴い
て自分の考えの幅を広
くしていきたい。 

地域についていろい
ろなことを考えるよ
うになった。 

自分の意見に
自信を持つ 

何かしないと始まらな
いから小さなことでも

何かやる！ 

もっとたくさんの地域に
地域リーダーを！ 

自分の夢につながり、ま
た想いも強くなったので
参加してよかった 



楽しい！ 



自治体の発表 ～牧之原市企画政策課～ 

１）データ公開状況 

２）市民／学生のサポート状況 

３）市民／学生とのコミュニケーション 

４）今後の方針 



１）データ公開状況 

グラフィック：大石未紀さん(相良高校2年) 



２）サポート状況 

県教育委員会 
両高校に対する 

事業説明 

プロセス・プログラム 
参加の 

デザインのサポート 

「学び合いの場」への 

職員の派遣 

毎回の 

報告書の作成 

など・・ 



３）市民／学生とのコミュニケーション 



３）市民／学生とのコミュニケーション 



４）今後について 



（写真は参加者の感想です。） 

ご清聴、 
ありがとうございました。 


